
全体像栃木県高等学校教育改革実行計画の基本構想（概要）
県の強み・課題や生徒のニーズを踏まえ、2040年を見据えた人材育成に向け、類型ごとの課題に対応するとともに、県全体の高校教育改革を推進する。

1  改革の起点（本県の強み・課題） ３ 改革の中核となる３つの施策２ 目指す資質・能力

栃木県の強み

東京圏へのアクセスの良さ・ものづくり産業
全国有数の農業産出額と高い技術力
豊かな自然環境と地域資源

社会・地域の課題
少子化・若者流出・担い手不足
デジタル人材不足／不登校・日本語指導
が必要な生徒の増加

生徒の学びへの期待
アンケートから見える本県の現状と課題

地域の仕事を学ぶ機会への関心 75.4%｜78.9%

企業・地域課題の職業体験への関心 79.7%｜77.9%

自分に合ったペースや方法での学び 91.5%｜96.6%

1
専門高校 産業人材

先端技術・地域産業との
実践的な学びを強化
農業教育／AI・DX／協働研究

2

価値創造

文理横断・高度理数探究で
特色化・魅力化
大学・企業連携／起業家教育

3

多様な学び 機会保障

学校・地域条件に左右されない
学びと相談支援を確保
オンライン／日本語指導／居場所

栃木県高等学校教育改革 基本理念

～ワクワクが駆け抜けるとちぎ～

1

挑戦・価値創造できる力の伸長
とちぎから世界を見据え、積極果敢に挑戦し、
新たな価値を創造できる力

2

高度な専門性・実践力の伸長
地域・大学・産業界と連携し、高度な専門性
と実践力を育み、産業を牽引する力

3

多様性と持続可能な社会を創る力の伸長
誰もが多様性を認め合い、垣根を越えて学び合い
幸せや生きがいを感じられる社会を創る力

計画期間 2026 2027 2028 2029

促進事業計画 令和8（2026）年度～令和10（2028）年度 全県展開に向けた
基盤整備

実践・展開 効果検証

実行計画 令和9（2027）年度～令和11（2029）年度 促進事業で
先行構築

基盤整備 実践・横展開
成果検証・

次期計画へ反映

TCP

全県一体での改革推進 類型を越えた連携・成果共有
教材／カリキュラム／指導法／外部連携モデル

専門高校

普通科高校

1

３

２

成果を
実行計画へ反映

挑戦的な学びを通じたとちぎの
次世代の産業を担う力の育成

高校｜中学
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中核施策 未来を拓く３つの中核施策

学校類型ごとの強みを伸ばし、産業・地域・世界とつながる学びを県全体へ広げる

改革の柱 育てる力 主な取組 目指す将来像

1
専門高校の機能
強化・高度化

産業人材

先端技術を活用し、地域
産業を牽引する実践力

1 AI・デジタルによる先端技術教育

2 地域産業と連携した実践的な学び

3 拠点校を核とした協働研究・成果共有

産業DX・
地域産業の
持続的発展

2
普通科改革によ
る特色化・魅力
化

価値創造

文理横断的な学びと産学
官連携を通じ、新たな価

値を創出する力

1 文理横断の教養と科学的思考力

2 産学官金と連携した理数探究・社会実装

3 問題発見・解決力を備えたグローバル教育

次世代の
リーダー・

高度理数人材

3
地理的アクセス
・多様な学びの
確保

機会保障

多様性を認め合い、
地域と共に未来を創る力

1 学びの継続を支える相談・居場所・オンライン

2 日本語指導等、多様なニーズへの対応

3 地域資源を生かした共同探究・実践活動

誰一人
取り残さない

共生社会

実効性を担保する基盤 TCP とちぎ未来共創コンセプト・パートナーシップ

産学官金の継続的連携により、人材・技術・経験・資金を学校の学びへ接続

拠点校で先行実践 県全体へ横展開


